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東京都市大学の紹介

第16回大学・都市パートナーシップ協議会代表者会議 2022年6月13日(月)

 1929年創立 (旧武蔵工業大学)

 理念：持続可能な社会発展をもたらすための人材育成と学術研究

 7学部 (理工学部、建築都市デザイン学部、情報工学部、

環境学部、メディア情報学部、都市生活学部、人間科学部)

 2研究科 (総合理工学研究科、環境情報学研究科)

 2キャンパス (世田谷、横浜市都筑区)

 学生数 7,851人(2022年5月1日現在)、卒業者数 112,678人(2022年3月19日時点)

数字で見る
東京都市大学



Toward 2030

第16回大学・都市パートナーシップ協議会代表者会議 2022年6月13日(月)

いま世界では、2015年の国連サミットで採択されたSDGs（持続可能な開発目標）の達成に向

け「leave no one behind」（誰ひとり取り残さない）を合言葉に、17のグローバル目標と169

のターゲットへの取り組みが進められております。国際社会が共通の目標を設定しなくては

ならないということは、裏を返せば、私たち人類の抱える課題がますます高度化、複雑化、

グローバル化していることの表れでもあります。

 大学運営の見直し

 教育付加価値最大の大学

 都市研究の都市大

 SDGsへのコミットメント



教育面での見直し：シラバス

第16回大学・都市パートナーシップ協議会代表者会議 2022年6月13日(月)

 すべての学部で講義科目にSDGsとの関係を表示

 学生、教員がSDGsとの関係を常に意識、確認

東京都市大学
シラバス



SDGs教育の具体例

第16回大学・都市パートナーシップ協議会代表者会議 2022年6月13日(月)

 SDPBL (Sustainable Development Project organized Problem Based Learning)



研究面での見直し：研究者一覧

第16回大学・都市パートナーシップ協議会代表者会議 2022年6月13日(月)

 全研究員の最近の研究成果をe-bookで公開

 研究成果とSDGsの関係を明示。教員間の連携に活用

TCU Research 
Directory



SDGsの開発目標と研究室数

第16回大学・都市パートナーシップ協議会代表者会議 2022年6月13日(月)

 電車内の窓上広告



教育・研究面での見直し：研究室ガイド

第16回大学・都市パートナーシップ協議会代表者会議 2022年6月13日(月)

 全191研究室の横顔を紹介。SDGsとの関係づけも実施

 学生には研究室配属前の資料として利用。研究室の目標が明示

東京都市大学
研究室ガイド2022



日本・アジア青少年サイエンス交流事業

さくらサイエンスプログラム

第16回大学・都市パートナーシップ協議会代表者会議 2022年6月13日(月)

 持続可能な世界創造のための国際的な科学技術交流

主にアジア地域の学生との科学技術交流を積極的に推進。

理工学部・情報工学部・環境学部・都市生活学部を中心に、

主にアジア地域の学生を受入れ１～２週間の研修プログラム。

2014年5件 (50名)、2015年10件 (97名)

2016年8件 (85名)、2017年11件 (112名)

2018年14件 (170名)、2019年14件 (149名)

2020年2件 (38名) 計64件 (701名)



SDGs教育・研究の具体例

第16回大学・都市パートナーシップ協議会代表者会議 2022年6月13日(月)



SDGs教育・研究の具体例

AOFUAサマーキャンプ

第16回大学・都市パートナーシップ協議会代表者会議 2022年6月13日(月)

東京都市大学
国際交流

 八ヶ岳にて協定校5か国・25名が参加、受講、フィールドワーク、

グループ討論を通してSDGsを学ぶ



SDGsセミナー

第16回大学・都市パートナーシップ協議会代表者会議 2022年6月13日(月)

 大学院環境情報学研究科主催

 外部講師招聘、学内教員研究成果発表、

大学院生・留学生が参加

 教員間連携、学外連携の機会を創出

第１回：佐藤 真久 東京都市大学教授

第２回：吉崎 真司 東京都市大学副学長

第３回：山成 敏彰 東急株式会社 ｻｽﾃﾅﾋﾞﾘﾃｨ推進ｸﾞﾙｰﾌﾟ

第４回 清水 優子 世田谷区環境政策部長



SDGs教育の具体例

第16回大学・都市パートナーシップ協議会代表者会議 2022年6月13日(月)



第16回大学・都市パートナーシップ協議会代表者会議 2022年6月13日(月)

 ISO事務局

 ISO学生委員会



IGESとの連携

第16回大学・都市パートナーシップ協議会代表者会議 2022年6月13日(月)

 目的：東京都市大学と地球環境戦略研究機関において、

平等互恵の精神に基づきアジア地域を中心とする国際的な

環境協力に関する研究を推進し、両者間の学術交流及び

友好協力の一層の促進を図る

■連携協力事項：

（１）共同研究プロジェクトの推進

（２）学術資料・リサーチレポート等の学術情報の共有

（３）学生のインターンシッププログラムの実施

（４）講演会・学術セミナーの共催

（５）非常勤講師の派遣、客員研究員（フェロー）などの人材交流

（６）その他政策立案、実務に寄与する活動における協力



アカデミック・フォーラム
への寄与

第16回大学・都市パートナーシップ協議会代表者会議 2022年6月13日(月)

環境学部
佐藤 真久教授



第16回大学・都市パートナーシップ協議会代表者会議 2022年6月13日(月)



デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけん引する高度専門人材育成事業
文部科学省 2022年

「カーボンニュートラルを実現するための高度デジタル・環境・
エネルギー人材育成プログラム」

第16回大学・都市パートナーシップ協議会代表者会議 2022年6月13日(月)



国内大学との連携

第16回大学・都市パートナーシップ協議会代表者会議 2022年6月13日(月)

 国連大学SDG大学連携プラットフォーム（31大学が参加）

 カーボンニュートラル達成に貢献する大学等コアリション

（2021年設立時188大学等が参加）



まとめ

第16回大学・都市パートナーシップ協議会代表者会議 2022年6月13日(月)

 東京都市大学におけるSDGs活動について紹介
教育理念とトップマネジメント教育、研究活動について見直すための活動を実施
全教職員、全学生が確認する機会を得た

 SDGsに関わる教育活動について紹介
アクティブラーニング、海外協定との連携へと展開するとともに、国費留学生プログ
ラムの採択などへと成果が表れている

 SDGsに関わる研究活動について紹介
国連等国際機関における社会変革、自治体や企業との連携研究、学内の連携研究など
パートナーシップの促進につながっている

 ISO14001の活用を通してSDGsを教育・研究マネジメントに活用
カーボンニュートラルやサーキュラーエコノミーといった新しい環境課題を経営課題
として積極的に取り組む

 国際交流の促進
途上国の問題解決に加えて、国際機関との連携や本邦大学の発展の機会となる
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